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以下， F=(F! ,… , Fm) を c n内のある正則領域Qに於ける正則函数の系とする。
(1) Q に於ける正則函数f の Fに関係した重みの L 2 ノルムが有限のとき ， fは f= .L' ihi Fi の形に，評価




(3) (1)で与えた拡張された Skoda氏の定理から 1 つのコモモロジーの定理一「斉一次関係.L'iFiU i =
0 をみたす否閉なる微分形式の系U! ，… ， Umの範囲で， Q に於いて，重みに少しゆとりを与えるなら
ば，コホモロジーの問題が評価を伴って解けるという定理」ーを与えた。
(4) (3)のコホモロジーの定理から評価を伴う正則函数の拡張定理が導かれる。 x を F!= ・ー=Fm=O
で与えられるQ の解析的部分多様体とする。 x上に与えられた正則函数がQ 全体の正則函数に拡張
出来るというのが拡張定理であるが，これが評価を伴った形で成'立つことを示した。このことは，
位数有限の整函数に関する 1948年の Leontev氏の結果 (n=m=lの場合)と 1980年の西村氏の結果


















内のある正則領域 X をQの部分多様体 (X には或る種の修体を仮定する)とするとき， x上の正則関
数はつねにQ 上の正則関数に拡張されるというのが普通の拡張定理であるが，この定理が， f および
f の拡張についてある種の評価をともなった形で成立つことが示された，この結果はレオンテフ，西
村などによる定理を一般化したものである。
又本論文中に用いられた色々の手法などにも新しい工夫が認められ，それらはそれ自身としても興
味あるものである。
以上述べたように吉岡氏の論文は多変数関数論における重要な問題をとりあつかったものであり興
味のある重要な結果が得られて居り 理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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